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ママのための
well-being

～子育てがもっと楽しくなる講座～

子育て中のママが少しでも子育
てが楽しく、人生豊かに過ごせた
らとの思いから開催。日頃子ども
と接してきて思うことなどお伝えし
ながら、子どもを預けてゆっくり話
す機会になったようです。保育付
きの講座の大事さを改めて感じま
した。

（理事長　石田）

子育てにやさしいまち をめざして

新年を迎えて

　2023年4月より、国では「こども家庭庁」、松戸市では「こども家庭センター」が設置され、

こどもに関する取り組み、施策が期待されています。2024年4月には新たに「児童福祉法」も改

正され、身近な子育て支援の場における相談機関の整備や児童の居場所づくりの支援などが新設さ

れます。昨年8月に始まった子育てコーディネーターによる「伴走型相談支援（妊娠8か月面

談）」では、育休をとる父親が増えた話を聞く一方で、出産ギリギリまで働いている母親や赤ちゃ

んに触れることがないまま親になっている事例も多く、出産前から地域とつながるとても大事な事

業だと改めて感じました。

秋に開催された「竪穴住居に泊まろう！」や野菊野こども館の「のぎっこのくに」では、子どもた

ちの生き生きした姿がとても印象的でした。

「こどもまんなか社会」を目指して、子どもや子育て家庭、これから子育てをするで

あろう人たち、それを取り巻く地域の方々と一緒に、私たちができることをスタッ

フ一同話し合いを重ねながら考えていければと思います。

本年もどうぞよろしくお願いいたします。
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企画・講習事業　ゆうまつどフェスタ2023参加企画



◆正会員(個人) ：入会金1,000円(初年度のみ)　月1,000円

◆賛助会員(個人)
(団体)

：入会金なし、1口1,000円～
：入会金なし、1口5,000円～

〒270-0034 松戸市新松戸4-262 ジュネパレス新松戸第8-202
TEL&FAX:047(394)4217  E-mail:harmony@m-harmony.org

地域に豊かな人と人とのハーモニーを

郵便振込口座番号：00140-5-547598
加入者名：特定非営利活動法人松戸子育てさぽーとハーモニー
　　　会員数：正会員49名　賛助会員12名　賛助団体1組(2023年12月現在)

ハーモニーの活動に賛同していただける方、
ご支援していただける方を募集しています。

@松戸中央公園 2023.9 @小金保健福祉センター 和室

『アートパーク１６
　　　　～ニューワールド爆誕～』
『アートパーク１６
　　　　～ニューワールド爆誕～』

集団婦人科検診でお子さんの
一時預かり(ママサポート)をしています

今回で16回目の開催となった聖徳大学
さん主催の「アートパーク」。今年は
「あそぼう！つくろう！出張野菊野こ
ども館」ということで、外遊びや工
作、授乳コーナーの提供をさせていた
だきました。
とても良い天気の中、私たちのブースには190組534名の方
が遊びにきてくれました♪皿回しやディアボロ、なわとび・
大なわとびといった外遊びの他に、不要になった衣類などの
布を裂いた「裂き布」を使ってストラップやアクセサリーを
思い思いに作る「アップサイクル工作」を楽しむたくさんの
子どもたちや親子さんの姿が見られました。

（運営委員　桑名）

小金保健福祉センターで行われ
ている松戸市の婦人科検診(子
宮頸がん、乳がん)で、お子さ
んの一時預かりを、スタッフが
サポートしています。
毎週月曜日におやこDE広場北小金を開館している和室の
お部屋で、ママが安心して検診を受けられるようにと市
からの依頼を受け、検診終了までお預かりしています。
検診日程表に『ママサポート』と記載されています。
ぜひチェックしてみてください。

（スタッフ　森住）

昨年に引き続き、松戸市立博物館委託事業の竪穴住居宿泊
体験を9月に2度に分け行いました。
定員を超える応募の中、選ばれた12人の小学生（5.6年生対
象）が参加しました。
今年度からの試みで、
①博物館学芸員、通称『博士』の縄文時代のワーク
②博物館支援専門員を招いてのカゴ編みのワークショップ
③21世紀の森とひろばの水辺にわなをしかけての「漁撈体験」
などなど、子どもたちが縄文時代の生活を体験＆経験でき
る機会が増えました。

夕食時には、自分たちで穴を掘り、
とちの葉でまいた野菜やお肉を石蒸
しにして食べるという縄文食の体験
もしました。

縄文人になりきって竪穴に泊まってみた!!　＠21世紀の森と広場

親子で
ワクワク

♪

お子さんのみまもり

そして、いざ竪穴住居で宿泊。
おしゃべりしたり、自然の音が気
になったりしつつも…昔の生活を
体現しながら… Zzz .....

朝食ではおにぎりを自分で作る体験も。初日に緊張して
いたのが嘘のよう…前からの友だちのように関わり合う
姿もみられました。振り返りワークでは博物館の学芸員
『博士』より、「縄文時代にはいざという時助けてくれ
る仲間の存在が大切です。ここに来て友だちになった仲
間も大切にしてほしいです。」とお話がありました。参
加した子どもたちの記憶へ印象に残る体験となったので
はないでしょうか。
（スタッフ　佐々木）

子どもの体験！

オンラインからの寄付も受け付けてます→
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一時保育事業
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